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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境、設備投資が改善するなど緩やかな回

復基調が続いている一方で、海外経済は中国などの新興国の景気減速や欧米の政治リスクに対する警戒感の高まり

など、先行き不透明な状況が続いております。 

 このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、「顧客対応力の充実を図る」を方針として掲げ、

「人づくり」「仕組みづくり」「ものづくり」を重点課題として定め、各事業において施策を推進しております。 

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、車両関係事業では新型車の販売が好調に推移し、

電機機器事業は需要の持ち直しにより堅調に推移したため、それぞれ前年同期の実績を上回りました。産業機械事

業及び冷間鍛造事業も前年同期の実績を上回りました。 

 これらの結果、当社グループの売上高は、前年同期比18.7％増の66億１千１百万円となりました。利益面では、

売上高の増加により経常利益は２千２百万円（前年同期は１億１千１百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、日本機械商事株式会社（本社：大阪府大阪市中央区）の連結子会社化に伴う段階取得に係る差益８千

万円及び負ののれん発生益８千９百万円を特別利益に計上したため２億円（前年同期は１億７百万円の損失）とな

りました。 

 

〔産業機械事業〕 

 主要な販売先である食品やトイレタリー業界をはじめとして、設備投資が増加傾向にあり、大型機の売上が増加

し、小型・中型機も堅調に推移いたしました。これらの結果、売上高は前年同期比20.8％増の８億８百万円、セグ

メント利益（営業利益）は前年同期比15.5％増の６千４百万円となりました。 

 

〔冷間鍛造事業〕 

 自動車部品は前期に受注した新規製品が増産となり堅調に推移したため、前年同期の実績を上回りました。電動

工具部品及び事務機・産業機械部品も前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期比26.7％

増の４億１千５百万円、セグメント利益（営業利益）は、売上高の増加により、前年同期比261.4％増の２千５百

万円となりました。 

 

〔電機機器事業〕 

 主力のＦＡ関連機器は、自動車関連をはじめとして設備投資の需要が回復傾向にあり、堅調に推移したため前

年同期の実績を上回りました。冷熱機器及び設備機器も前年同期の実績を上回り、空調機器は前年同期並みで推

移しました。これらの結果、売上高は前年同期比19.6％増の11億２千２百万円、セグメント利益（営業利益）

は、利益率の改善により前年同期比100.8％増の５千５百万円となりました。 

 

〔車両関係事業〕 

 新車販売は、前期に投入された新型インプレッサおよび平成29年５月に発売された新型ＸＶの売上が好調に推

移し、また、サービス部門は整備入庫台数が増加したことにより、それぞれ前年同期の実績を上回りました。中

古車販売及び輸入車販売は、前年同期並みの実績となりました。これらの結果、売上高は前年同期比17.9％増の

42億３千６百万円、セグメント利益（営業利益）は２千４百万円（前年同期は６千３百万円の損失）となりまし

た。 

 

〔不動産等賃貸事業〕 

 売上高は、前年同期比25.6％減の２千７百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比25.5％増の１千万

円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当社は当第１四半期連結会計期間において、持分法を適用しない関連会社であった日本機械商事株式会社（本

社：大阪府大阪市）の株式を追加取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。当該株式取得に伴う

連結の範囲の変更や産業機械事業での受注の増加等を主因として、資産、負債、及び純資産がそれぞれ増加してお

ります。 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、213億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億４千９百

万円増加いたしました。この内、流動資産は102億８千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億１千７百万

円増加いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少５億６千３百万円、仕掛品の増加５億３千２百万

円、商品及び製品の増加３億６千１百万円によるものであります。 

 固定資産は110億８千１百万円となり、前連結会計年度末と比べ３億３千２百万円増加いたしました。これは主

に投資有価証券の時価評価等による増加２億１千３百万円によるものであります。 

 負債合計は78億８千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億９千１百万円増加いたしました。これは主

に、支払手形及び買掛金の増加２億５千万円、賞与引当金の減少１億８千３百万円、借入金の増加５億９千２百万

円によるものであります。 

 純資産合計は134億８千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億５千８百万円増加いたしました。これは

主に、利益剰余金の増加１億４千８百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成29年８月９日付当社「特別利益

の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました業績予想数値に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,347,361 3,602,560 

受取手形及び売掛金 3,436,320 2,872,564 

電子記録債権 122,212 275,801 

商品及び製品 1,127,540 1,489,418 

仕掛品 818,643 1,350,735 

原材料及び貯蔵品 19,870 20,607 

その他 612,968 691,581 

貸倒引当金 △12,503 △13,715 

流動資産合計 9,472,412 10,289,554 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,000,499 2,968,508 

土地 3,346,094 3,346,094 

その他（純額） 1,370,449 1,480,120 

有形固定資産合計 7,717,044 7,794,724 

無形固定資産 162,366 147,963 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,502,187 2,715,738 

その他 367,335 427,557 

貸倒引当金 △256 △4,460 

投資その他の資産合計 2,869,265 3,138,836 

固定資産合計 10,748,676 11,081,524 

資産合計 20,221,088 21,371,079 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,496,210 2,746,498 

短期借入金 172,512 302,508 

未払法人税等 141,403 27,144 

賞与引当金 420,201 236,703 

製品保証引当金 51,368 53,410 

資産除去債務 8,103 6,554 

その他 1,827,809 1,922,763 

流動負債合計 5,117,608 5,295,583 

固定負債    

長期借入金 907,444 1,369,945 

役員退職慰労引当金 148,018 223,752 

退職給付に係る負債 74,701 106,806 

資産除去債務 66,692 66,836 

その他 775,825 819,352 

固定負債合計 1,972,681 2,586,694 

負債合計 7,090,289 7,882,277 

 

- 4 -

靜甲㈱　　(6286)　　平成29年3月期　第1四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 100,000 100,000 

資本剰余金 3,070,576 3,070,576 

利益剰余金 8,862,430 9,011,365 

自己株式 △28,623 △31,588 

株主資本合計 12,004,383 12,150,353 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,126,415 1,198,923 

その他の包括利益累計額合計 1,126,415 1,198,923 

非支配株主持分 - 139,524 

純資産合計 13,130,798 13,488,801 

負債純資産合計 20,221,088 21,371,079 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 5,568,186 6,611,287 

売上原価 4,500,814 5,319,803 

売上総利益 1,067,372 1,291,484 

販売費及び一般管理費 1,218,258 1,310,683 

営業損失（△） △150,886 △19,199 

営業外収益    

受取利息 12 5 

受取配当金 35,677 33,619 

その他 14,207 19,887 

営業外収益合計 49,897 53,511 

営業外費用    

支払利息 1,772 2,029 

売上割引 7,619 9,326 

その他 1,534 451 

営業外費用合計 10,926 11,807 

経常利益又は経常損失（△） △111,916 22,504 

特別利益    

固定資産売却益 - 351 

段階取得に係る差益 - 80,600 

負ののれん発生益 - 89,177 

特別利益合計 - 170,128 

特別損失    

固定資産除却損 365 334 

特別損失合計 365 334 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△112,281 192,299 

法人税等 △4,920 △8,081 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107,360 200,381 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△107,360 200,381 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107,360 200,381 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △82,507 72,507 

その他の包括利益合計 △82,507 72,507 

四半期包括利益 △189,867 272,889 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △189,867 272,889 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当第１四半期連結会計期間より、持分法を適用しない関連会社であった日本機械商事株式会社（本社：大阪府大阪

市中央区）の株式を追加取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。

なお、みなし取得日を当第１四半期連結会計期間の末日（平成29年６月30日）としているため、貸借対照表のみを

連結しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算方法 

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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